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Synopsis

 The Yaeyama Islands are known as one of the hot spots for rare native species. However, the local native species are 

decreasing under the influence of urbanization and invasive alien species. We carried out this research to understand the 

present state of the fauna located there. As a result, we recorded some invasive species, as well as many endemic species. 

Measures to decrease invasive alien species should be performed in cooperation with industries, the government and schools 

to protect the nature of the Yaeyama Islands and its national property.
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はじめに

八重山諸島は、琉球列島の南端 に位置 し、石垣

島、竹富島、西表島な どか らなる島嗅群である。

本諸島は、海峡による分断を受けているため、オ

オハ ナサキガエルRαηαsゆ名αηα7勿α、イシガキ ト

カゲ.P!6漉040η ∫加ψSO忽ガ、 イ リオモ テヤマネ コ

P7加 α枷7粥 ∂醜8π勧S露 卿0〃ZO競廊 のような固有

種 をは じめ、 タイワ ンキチ ョウE鷹 〃　α∂伽4α、

オ オ ゴ マ ダ ラ、耐6α勧ooη06、 カ ン ム リ ワ シ

助蜘7諮6加6伽 勿η励κ%sな ど本州 とは異 なる多様

で豊かな生物相 を有 している。本諸島を含 む南西

諸島は生物多様性 の高 さか ら国際的に も注 目され

てお り、優先的に保全すべ き地域 としてWWF(世

界 自然保護基金)のGLOBAL200に 選定 されてい

る1)。 しか し、八重 山諸島では、開発 による都市

化や外来種の侵入な ど、人間活動による影響が問

題 となってお り2)、多様性や固有性が失われつつ

ある。近年では生物相全体 を網羅 した調査は行な

われてお らず、保全の基礎 となる現状 の生物相に

関する情報 は不足 している。そ こで近畿大学農学

部では、八重山諸島において有志 による動物相調

査 を2008年 より実施 している。本調査は、その一

環 として9月4日 一9日 の6日 間で八重 山諸島に

属する石垣 島、西表 島に出現す るチ ョウ類、陸水

性魚類、鳥類 を調査 した。

調査地および調査方法

調 査地

本調 査 は、2011年9月4日 一9日 の6日 間、石

垣 島、西 表 島 で行 な っ た。 なお 、9月4日 一7日
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図1.チ ョウ類の調査地

図2.陸 水性魚類の調査地

図3.鳥 類の調査地
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は西表 島で、9月8日 一9日 には石垣 島にてそれ

ぞれ調査 した。調査地点については、チ ョウ類 を

図1、 陸水性魚類 を図2、 鳥類を図3に それぞれ示

した。

調査方法

チ ョウ類

調査 は、各地点において採集と観察 を実施 した。

なお、採集 したチ ョウ類 は、すべて標本 に した。

西表島では船浦地区をべ 一スに、東部 は南風見田、

西部 は白浜地 区を中心 に、石垣 島では、親水公園

を中心にルー トセンサスを行なった。

チ ョウ類の種名、学名は原則 として白水(2006)3)

に従い、一部記載されていない種は福田ら(2009)4)

を参考に した。

陸水性魚類

調査 では、水 田地帯 を中心に陸水性魚類を採集

した。水田は、水域 と陸域の中間的な性質を持つ

遷移帯(Ecotone)で あ り5)、多様 な魚類群集が創

出 されることが知 られている。また、八重山諸島

は島喚であるため河川が短 く、淡水域が非常 に限

定 されている。よって、平野部 に広がる水 田地帯

は、陸水性魚類 にとって重要な生息場所であると

考えられる。実際に、入重山諸島の水田地帯では、

沖縄県版 レッドリス トにおいて絶滅危惧IB類 に指

定 されている ドジ ョウMisguynusanguillicaudatus

や、 タナゴモ ドキHypseleotriscyprinodesyな どが

確認 されている6)7)。 しか し、近年の圃場整備 や

観光地化 による開発によって、水 田の環境悪化や

水 田その ものの消滅が 目立ち、陸水性魚類の現状

は極めて危機的であると考 えられる。八重山諸島

の水 田 におけ る魚類調査 はわずか しか報告が な

く6)、現在 どのような状況 にあるか不明であるた

め、情報の蓄積が急務 となっている。そこで本研

究では、八重山諸島水田地帯における陸水性魚類

の生息現況確認 を目的 として調査 を実施 した。

今回の調査地は図2に 示す。調査 には、タモ網

(目合lmm)を 用い、2名 で15分 間の採集 を行

なった。採集 した魚類 は、各種1個 体以上 を10%

ホルマ リン水溶液で固定 し、そのほかの個体 につ

いては可能な限 り再放流 を心掛 けた。 しか し、現

場において正確 な同定が難 しいと判断 された魚種

は固定 し、研究室 にて同定 した。なお、特定外 来

生物お よび要注意外来生物 に指定 されている種に

ついては、生物多様性保護の観点からすべての個

体を固定 した。持ち帰 った標本 はすべて近畿大学

農学部の登録標本(KUN-P43751-43777)と した。

魚種 の同定、標準和 名、学名 につい ては中坊

(2000)に 従 った8)。ただし、カワアナゴ科の1種

Bunakagyrinoidesに つ い て は、HuangandChen

(2008)を 参考に した9)。

鳥類

調査 方法 はライ ンセ ンサス法 または定点調査

法10)を用い、 目視 または鳴 き声 により確認 した種

を個体の重複 を避けて記録 した。 また、同行 した

魚類班が調査 を行 なった西表島の仲 間川左岸、浦

内川での鳥類の 目撃 も任意での記録 として報告す

る。

鳥類の種の同定には叶内ら(1998)11)、 氏原 ・氏

原(2004)12)を 参考 にした。

結果

チ ョウ類

調査結果については、チ ョウ類 の採集記録 は種

ごとに日付、採集場所、採集個体数、個体の性別

(♂♀)、採集者の名字の順で示 した。 目撃記録に

ついては、 目撃者名は記載せず、 日付、 目撃場所、

目撃個体数 を記 した。ただ し、多数の個体を 目撃

した場合 には、記号 で記 した(5頭 以上を+、10

頭以上 を++)。

採集 ・目撃の 日付 に関 しては、月 をローマ字、

日を算用数字で表 した。チ ョウの性別が不明の も

のはexample(以 下"ex')と 記 している。

アゲハ チ ョウ科Papilionidae

1.ジ ャコウアゲハByasaalcinous(Klug,1836)

採集:(IX-7西 表島旧白浜林道1♂ 鈴木)

目撃:(IX-6西 表島南風見田+)(IX-7西 表

島旧白浜林道+)(IX-9石 垣島真栄里林道

+)

2.ベ ニモンアゲハPachlioptaaristolochiae

(Fabricing,1775)

採集:(R-7西 表島船浦1ex鈴 木)

目撃:(D(-5西 表島船浦1ex)



3.ア オスジアゲハG旧 ρ西如m働 ρedoη(Linnaeus,

1758)

採 集:(IX-5西 表 島 月 ヶ浜1ex桑 原)(IX-7

西 表 島旧 白浜林 道lex鈴 木)(IX-8石 垣 島親水

公 園lex鈴 木)

目撃:(IX-6西 表 島南風 見 田+)(IX-7西 表

島 旧 白浜 林 道++)(D(-8石 垣 島親水 公 園

+)(IX-9石 垣 島真 栄里林 道+)

4ミ カ ドアゲハGlaρ 肋mdbsoη(C.&R.Felder,

1864)

採 集:(IX-5西 表 島浦 内1ex鈴 木)

目撃:(IX-7西 表 島 旧白浜林 道+)(IX-8石

垣 島親水 公 園+)(IX-9石 垣 島真 栄里 林 道

+)

5シ ロオビアゲハ 用 ρ伽 ρo榔(Linnaeus,1758)

採 集:(IX-5西 表 島浦 内1ex乾)

目 撃:(IX-6西 表 島大 原1ex)(IX-7西 表 島

旧 白浜林 道+)(D(-9石 垣 島真栄 里林道+)

6.ク ロ アゲハPaρ 〃oρ κ)オeηorCramer,1775

採 集:(IX-5西 表 島浦 内2♂ 鈴木)(IX-7西

表 島船 浦1♀ 前潟)

目撃:(IX-6西 表 島南風 見 田+)(IX-7西 表

島 旧白浜林 道+)(IX-8石 垣 島親水公 園+)

(IX-9石 垣 島真栄里林 道+)

7.ヤ エ ヤマカ ラスアゲ ハPaρ 茄ob酌o'Cramer,

1778(図 版1-A)

採 集:(IX-5西 表 島 浦 内1♂1♀ 桑 原、2exs

鈴 木)(IX-6西 表 島南 風 見 田2exs鈴 木)(IX-

9石 垣 島真 栄里林 道2♂ 桑原)

目撃:(IX-6西 表 島南風 見 田+)(IX-7西 表

島 旧白浜林 道+)(D(-8石 垣 島親水 公園+)

(IX-9石 垣 島真栄里 林道++)

シ ロ チ ョ ウ科Pieridae

8.ツ マベ ニチ ョウHebomoなg傾 μcわρe

(Linnaeus,1758)

目撃:qX-6西 表 島南風 見田1♂)(IX-9石 垣

島嵩田植物 園+)(IX-9石 垣 島真栄里林 道+)

9.ナ ミエシロチ ョウAρ ρ庖sρaα伽aCramer,1777

採 集:(IX-5西 表 島浦 内1♂ 桑原 、1♂ 鈴木)

目撃:(IX-6西 表 島南風 見 田+)(IX-7西 表

島 旧白浜林道+)(IX-7西 表 島月 ヶ浜+)

10.ク ロ テンシロチ ョウ ムeρめs泊 ηlha(Fabricius,

1793)

採 集:(IX-9石 垣 島真栄里林 道lex前 潟)

11.タ イ ワンキチョウ 勧emab傾 ηda(BoisdwaI,

1836)

採 集:(IX-5西 表 島浦 内2♂ 桑 原 、1ex鈴 木)

(IX-5西 表 島 月 ヶ浜1♀ 桑 原)

近 似 種 と して、 キチ ョウ(Ez4zθ 〃zα乃θcα66)が

あ げ られ る。 両種 が混 同 して飛 翔 して い る場 合 が

多 く、 目撃 だけ で は同定 が困 難で あ るた め、採 集

記録 だ けに とどめ る。同地 では、 キチ ョウを含め、

数多 くの飛翔個 体 を確 認 して い る。

12.ウ ス キシ ロチ ョウCaめ ρs茄aρomoηa

(Fabricius,1775)

採 集:(IX-6西 表 島南 風見 田1♀ 前 潟)(IX-7

西 表 島 旧 白 浜林 道1♀ 前 潟)(D(-7西 表 島

月 ヶ浜1♂ 鈴木)

目撃:(IX-5石 垣 市 内++)(IX-6西 表 島南

風見 田+)(IX-7西 表 島月 ヶ浜+)(D(-7

西 表 島 旧白浜 林 道+)(IX-9石 垣 島嵩 田植 物

園+)(IX-9石 垣 島真栄 里林道+)

シ ジ ミチ ョウ科Lycaenidae

13.ウ ラ ギ ンシジ ミCα 給おacαfaMoore,1877

目撃:(D(-7西 表 島月 ヶ浜1♀)(VI-9石 垣

島真栄 里林道2exs)

14.イ ワカ ワシジミA鷹 ρeeαx(Linnaeus,1771)

(図版1-B)

準 絶 滅危 惧

採集:(IX-5西 表 島大見謝1♀ 桑 原)

15.ウ ラ ナ ミシ ジ ミ ムamρ1desboe加us

(Fabricius,1798)

採 集:(IX-7西 表 島 白浜1♀ 桑原)



16.ル リウラナ ミシジ ミJamldesboc加s(Stoll,

1782)

採 集:(IX-6西 表 島南風見 田1♀ 前 潟)

目撃:(IX-6西 表 島南風 見 田+)(IX-6西 表

島南風 見 田+)

17.シ ロ ウラナ ミシジ ミ ぬm'desaわcめ(C.Felder,

1860)(図 版1-C)

採 集:(IX-7西 表 島 白浜1♀ 前潟 、1♀ 桑原)

目撃:(IX-7西 表 島 白浜+)

18.ク ロ マダラソテ ツシジ ミCん 〃adesρaηdava

(Horsfield,1829)

採 集:(皿 一7西 表 島船 浦1ex前 潟)(IX-7西

表 島 白浜1ex鈴 木)

タ テハ チ ョウ科Nymphalidae

19.ヒ メ アカタテハVaηessaca厄 〃1(Linnaeus,

1758)

採 集:(IX-5西 表 島浦内2exs桑 原 、1ex鈴 木)

目撃:(D(-6西 表 島南風 見 田+)(D(-7西 表

島 船 浦+)(D(-7西 表 島 旧 白 浜林 道++)

(IX-7西 表 島月 ヶ浜+)(双 一8石 垣 島親水 公

園+)

20.ア カ タテハVaηessa'η 酬ca(Herbst,1794)

採 集:(IX-5西 表 島船 浦1ex前 潟)(IX-6西

表 島南風 見 田lex桑 原)(皿 一9石 垣 島真 栄里林

道1ex桑 原)

目撃:(IX-5西 表 島船 浦++)(IX-6西 表 島

南風 見 田++)(D(-7西 表 島船 浦++)(IX

-7西 表 島 旧 白浜 林 道++)(IX-7西 表 島

月 ヶ浜+)(R-8石 垣 島親水 公 園+)

21.タ テハ モ ドキ 」αηoη庖a〃ηaηac(Linnaeus,

1758)

採 集:(IX-6西 表 島南 風見 田1ex前 潟)(IX-6

西 表 島ホ ネラ川河 口2exs桑 原)

目撃:(IX-6西 表 島南風 見 田++)(IX-7西

表 島 旧白浜林道+)

22.ア オ タテハモ ドキ 」αηoηなo〃 加yad

(Linnaeus,1758)

採 集:(皿 一7西 表 島旧 白浜林 道1♂ 鈴 木)

目撃:(IX-5西 表 島船 浦1♀)(IX-6西 表 島

南風 見田+)(IX-7西 表 島旧 白浜林道+)

23.コ ノ ハチ ョウ κa〃ma酌ac力 αs(Do6re,1840)

準 絶 滅 危惧

目撃:(IX-9石 垣 島真栄里林 道+)

24.リ ュ ウキ ュウム ラサキ 伽)o〃mηasbo伽a

(Linnaeus,1758)

採 集:(IX-9石 垣 島真栄里 林道1♂ 桑原)

目撃:(IX-7西 表 島旧白浜林 道++)(IX-7

西 表 島月 ヶ浜1♂)

25.ヤ エ ヤマム ラサ キ 晦 ρo〃mηasamma'a

(Wallace,1869)(図 版1-D)

採 集:(IX-7西 表 島 旧 白浜林 道2♂ 前 潟 、2♂

1♀ 桑 原、1♂1♀ 鈴 木)(皿 一9石 垣 島真 栄里林

道2♂ 鈴 木)

目撃:(IX-9石 垣 島真栄里林 道+)

26.イ シ ガケチ ョウC艸esお 吻odamasDoere,

1840

採 集:(IX-5西 表 島浦 内1♀ 桑 原)(IX-7西

表 島旧白浜林 道1♂ 桑 原)

目撃:(IX-6西 表 島南風 見 田+)(IX-7西 表

島 旧 白浜 林 道++)(IX-8石 垣 島親水 公 園

+)(IX-9石 垣 島真 栄里林 道+)

27.タ イ ワ ンキマ ダラCα ρ力aeり 〃ηaη加な(Drury,

1773)

採 集:(IX-7西 表 島 月 ヶ浜2exs前 潟 、1ex桑

原)

目撃:(IX-7西 表 島月 ヶ浜++)

28.ス ミナガ シD励 α㎎ 白ηe団mac加s(Doere,

1840)

採 集:(IX-7西 表 島 白浜1ex鈴 木)

目撃:(IX-7西 表 島 白浜1ex)(IX-7西 表 島

旧 白浜林 道2exs)

29.ヤ エ ヤマ イチ モンジA肋ymase'emρ んo旧

(Kollar,1844)(図 版1-E)

採 集:(IX-8石 垣 島親 水公 園3♂ 前 潟、1♂ 桑

原、2♂ 鈴 木)

目撃:(D(-9石 垣 島真栄里 林道+)



30.リ ュ ウキ ュウミスジAわ ρ以s力y∫as(Linnaeus,

1758)

採 集:(IX-6西 表 島南風 見 田1ex桑 原)(IX-7

西 表 島旧 白浜林 道lex鈴 木)

目 撃:(IX-5西 表 島船 浦1ex)(IX-6西 表 島

南風 見 田+)(IX-7西 表 島 旧 白 浜林 道+)

(D(-8石 垣 島親水 公 園+)(IX-9石 垣 島真栄

里林道1ex)

31.マ サ キウラナ ミジャノメ 琢)肋〃ηamasa師lto,

1947

準 絶 滅危 惧

採 集:(D(-7西 表 島旧 白浜林 道lex前 潟)

目撃:(IX-6西 表 島南風見 田1ex)

32.リ ュウキュウヒメジャノメ ル伽caねsむma(〃 たosa

Butler,1868

採 集:(IX-5西 表 島月 ヶ浜1ex鈴 木)

33.シ ロ オビヒカゲLe肋eeα π)ρa(Fabricius,1775)

準 絶 滅危 惧

目撃:(D(-9石 垣 島真栄里林 道1♀)

34.オ オ ゴマダ ラ'dea'eαcoηoeErichson,1834

採 集:(IX-5西 表 島月 ヶ浜lex桑 原 、1ex鈴 木)

(皿 一6西 表島南風見 田3exs前 潟 、2exs桑 原)

目 撃:(D(-5西 表 島船 浦1ex)(D(-7西 表 島

船浦+)(IX-7西 表 島月 ヶ浜+)(IX-9石

垣 島真 栄里林道+)

35.リ ュ ウキ ュウアサ ギマダラ'deoρs'ss〃 η'佑

(Linnaeus,1758)

採 集:(IX-5西 表 島浦 内1ex桑 原 、1ex鈴 木)

(IX-6西 表 島南 風 見 田3exs前 潟 、2exs桑 原 、

3exs鈴 木)(IX-7西 表 島白浜lex桑 原)

目 撃:(D(-5西 表 島船 浦1ex)(IX-6西 表 島

南風見 田++)(IX-7西 表 島 白浜+)(IX-7

西 表 島 旧 白浜 林 道+)(IX-7西 表 島月 ヶ浜

+)(IX-8石 垣 島親水 公 園++)(IX-9石

垣 島真 栄里林道+)

36.ヒ メ アサギマ ダラPa旧 η加aaglea(Stoll,

1782)(図 版1-F)

採 集:(IX-6西 表 島南 風 見 田1♂ 前 潟、2exs

桑 原)(D(-7西 表 島旧 白浜林 道lex鈴 木)

37.カ バ マダ ラDaηaμsc力 リノs㌍ρμs(Linnaeus,

1758)

目撃:(IX-7西 表 島 白浜1ex)(IX-9石 垣 島

嵩 田植物 園+)

38.ス ジ グロカバマ ダラDaηausgeη 面a(Cramer,

1779)

採 集:(IX-5西 表 島浦 内1♂ 鈴木 、1♂ 乾)(IX

-5西 表 島 月 ヶ浜1♂ 鈴 木)(IX-6西 表 島南風

見 田1♂3♀ 前 潟、1♀ 桑 原、2♂2♀)

目撃:(IX-6西 表 島南風 見 田++)(IX-7西

表 島 白浜+)(IX-7西 表 島 旧 白浜 林 道+)

(IX-7西 表 島月 ヶ浜+)(IX-8石 垣 島親水公

園++)(D(-9石 垣 島真 栄里林 道+)

セ セ リチ ョウ科Hesperiidae

39.タ イ ワンアオバセセ リBadamなexc伯maがoη 后

(Fabricius,1775)

採 集:(IX-5西 表 島月 ヶ浜1ex乾)

40.コ ウ トウシ ロシタセセ リ7ag白des加ebe〃 αs

(Hopffer,1874)

採 集:(IX-8石 垣 島親水公 園1ex前 潟)

目撃:(IX-7西 表 島 白浜1ex)

41.ク ロ ボシセセ リSαasホus創em如s(Fabricius,

1798)

採 集:(IX-6西 表 島南風見 田lex前 潟)

42.ク ロ セセ リ ～oめcり4砿acα π」'彪scな(C.&R.

Felder,1862)

目撃:(IX-7西 表 島 白浜1ex)

今 回 の調査 で は、 チ ョウ類42種 が記 録 され た。

こ れ ま で の 調 査 で は春 期(3月)の 調 査 が 主 で

あ っ たが、今 回初 め て9月 の調査 を行 な う ことが

で き、有意義 であ った。

入 重 山諸 島で は毎年 東南 アジ アな どか ら台風 や

季節風 に乗 って や って くる 「迷 チ ョウ」 が採 集 さ

れ てい る。 また一 部 に は、 冬 を乗 り越 え、継 続 し

て発 生 す るチ ョウ も見受 け られ る。 今 回の調 査 で

も、 ク ロテ ンシ ロチ ョウ、 シ ロ ウ ラナ ミシ ジ ミ、

ヤ エヤ マ ムラサ キ、 ヒメ アサ ギマ ダ ラを記録 す る

こ とがで きた。
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また、今 回の報告の中には甲虫類の報告は割愛

したが、2002年 に西表島に侵入 した とされるタイ

ワンヤツボシハ ンミョウCo∫〃2046Zαろ碗sガ4)を船浦

及び白浜で確認 している。特 に船浦 においては、

多 くの個体 を確認することができた。

陸水性魚類

陸水性魚類は、合計で5目9科18種 が記録 され

た(付 表1)。 島ごとの合計記録は、石垣島で3目

5科7種 、西表島で4目7科14種 であった。 レッ

ドリス ト記載種 としては、環境省版 に記載 されて

いるナガ レフウライボラ(絶 滅危惧IB類)、 カワ

アナゴ科 の1種(情 報不足)が 得 られた13)。ま

た、外来生物 としてカダヤシ(特 定外来生物)、 ナ

イルティラピア(要 注意外来生物)が 採集 された。

以下 に陸水性魚類の採集記録および目撃記録 を示

す。

ネズ ミギス 目Gonorynchiformes

サバ ヒー科Chanidae

1.サ バ ヒーCわamscんams(Forsskai,1775)(図

版2-A)

(KUN-P43751:西 表島仲間川、6Sep.;KUN-

P43752:西 表島ホネラ川、6Sep.)

得 られた個体 は、背鰭軟条数が15本 であるこ

と、啓鰭軟条数が9本 であることの2形 質によっ

てサバ ヒーであると同定 された。

本種 は、中南米か らアフリカ東岸 にいたる太平

洋 と、紅海を含 むイ ン ド洋 に分布 してお り、国内

では相模湾以南 に分布 している14)。本調査では体

長33mm程 度の未成魚2個 体が、西表島の仲間川

とホネラ川に連結する水田水路から採集 された。

コイ 目Cypriniformes

コイ科Cyprinidae

2.フ ナ属の1種Calass'αssp.(図 版2-B)

(KUN-P43753:石 垣島親水公園、8Sep.)

本個体 は、体長 は体 高の27倍 、第1鯉 弓の鯉

紀数が43で あ り、形態学的にはギンブナであると

判断 した。 しか し、琉球列 島の フナ は、高 田 ら

(2010)に より在来の琉球系統 と移殖系統(中 国、

台湾、日本主列島系統)に 区別 されてお り15)、い

ずれの系統か識別することが困難であったためフ

ナ属 の1種 とした。

本 標本 が得 られた石 垣 島の フナ個 体 群 は、 中国

お よび台 湾系 統 であ る こ とか ら、移 殖 の可 能性 が

高 い15)。 しか し、石垣 島 を含 む八重 山諸 島の生物

相 は、台 湾 との類 縁性 が示 唆 され てい るため、 台

湾系 統 が在 来で あ る可 能性 も残 され てお り、 さ ら

なる研 究が望 まれ る。

ボ ラ 目Mugiliformes

ボ ラ 科Mugilidae

3.ナ ガ レフウライボ ラC囎 ηZmμg肋efemcんe〃bs

(Bleeker,1855)(図 版2-C)

絶 滅 危惧IB類

(KUN-P43754:西 表 島 ホ ネ ラ 川、6Sep.;

KUN-P43755:西 表 島仲 間川 、6Sep,)

得 られ た2個 体 は、上 唇 下部 中央 に乳 頭状 突起

が あ り、 側方 が やす り状 に なる こ と、下 唇前 縁 は

なめ らかで あ る こ との2形 質 に よって ナ ガ レフ ウ

ライボ ラ と同定 した。

本 種 は、 国内 では入 重 山諸 島の みか ら確 認 され

てお り、環境省 版 レッ ドリス トで は絶滅危 惧IB類

に指 定 され てい る13)。

4.セ ス ジボ ラCんe'oηa伽's(GOnther,1855)

(KUN-P43756:西 表 島ホ ネラ川 、6Sep.)

カ ダ ヤ シ 目Cyprinodontiformes

カ ダ ヤ シ科Poecilidae

5.カ ダ ヤシGambαsなa伽 后(BairdandGirard,

1853)(図 版2-D)

特 定 外来生 物

(KUN-P43757:西 表 島仲 間川、6Sep.;KUN-

P43758:石 垣 島宮 良川 右 岸水 田、9Sep.;KUN-

P43759:石 垣 島宮 良川本流 、9Sep.)

得 られ た個 体 は、尾 鰭 が丸 く、雄 の轡 鰭 が交接

器 であ り、腹 鰭 よ り著 しく長 い とい う形 質 か らカ

ダヤシであ る と同定 した。

本 種 は、1919年 に台 湾か ら石垣 島ヘ マ ラ リア蚊

撲滅 の 目的 で移入 され、 その後 、八 重 山諸 島の各

島、宮 古 島、 沖縄 島 な どに も定着 してい る16)。 幸

地(1980)に よ る と、 沖縄 本 島 にお いて本 種 が増

加 した水 域 では在 来種 であ るメ ダカ0環 酪 肱 珈 ∫

の急 速 な減少 が観 察 され てい る16)。 八 重 山諸 島に
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はメダカは確認 されていないが、表層部 に生息す

る在来種への影響が懸念 される。

スズキ 目Perciformes

フエダイ科Lutjanidae

6.ゴ マフエダイL吻aη αsa4ge屈macu'認 ひs

(Forsskai,1775)

(KUN-P43760:西 表島ホネラ川、6Sep.)

採集 された個体 は、鋤骨歯帯の中央部が後方に

突出せず、幅の狭い淡色横隊を持ち、流れの緩や

かな汽水域 で得 られたことか らゴマフエ ダイであ

ると判断 した。

本種は主に河川の汽水域の生息 してお り、琉球

列 島の汽水域で確認 されるフエダイ科魚類の中で、

最 も上流部まで侵入する14)。移行帯である汽水域

に多 く生息す ることか ら、陸水域における環境変

化 の影響 を受 けやすい種であると考 えられる。今

後、開発が進行 し河川の環境が悪化すれば、本種

の個体数 も減少 してい く可能性がある。

カワスズメ科Cichilidae

7.ナ イルティラピア αeoc力π)m后η〃oがcμs

(Linnaeus,1758)(図 版2-E)

要注意外来生物

(KUN-P43761:石 垣島宮良川、9Sep.)

得 られた個体 は、下枝鯉紀数が20以 上、背鰭棘

数が17以 上の2形 質によってナイルティラピアで

あると同定 した。

本種は、国内に1962年 に移入 された14)。テ ィラ

ピア類は、親が口の中で卵や仔魚を保護する14)。

ユ ゴイ科Kuhliidae

8.オ オクチユゴイ καカ〃a摺ρes師s(Lacepede,

1802)

(KUN-P43762:西 表島祖内地区、7Sep.)

採集 された個体 は、尾鰭の両葉中央に黒色斑を

持ち、側線有孔鱗数が45以 下であったことか らオ

オクチユゴイと判断 した。

本種は、国内では高知県以南か ら確認 されてい

るが、主 に沖縄 島以南 に生息する。本種 を含むユ

ゴイ類 は、汽水 域や沿岸部の浅 い水 域で産卵 し、

稚仔 魚 は全長25mmほ どになる と河川 に遡上す

る14)。 本 類 は、成熟 の ため淡水 域 で の生活 が必須

で あ る とされて お り、 ゴマ フエ ダイ と同 じく淡水

域 の環境 変化 に影 響 され やす い種 であ る と考 え ら

れ る。

カ ワア ナ ゴ科Eleotridae

9.チ チ ブモ ドキ ε'eo師sacaη 酌oρomaBIeeker,

1853

(KUN-P43763:西 表 島 ホ ネ ラ 川、6Sep.;

KUN-P43764:西 表 島仲 間川 、6Sep.)

10.テ ン ジクカワアナ ゴ 日eo師SIUsca(Blochand

Scchneider,1801)

(KUN-P43765:西 表 島 祖 内 地 区、7Sep。;

KUN-P43766:石 垣 島宮 良川 、9Sep.)

11.カ ワ アナ ゴ科 の1種 助 ηaκag囮 ηo'des

(Bleeker,1853)(図 版2-F)

情 報 不足

(KUN-P43767:石 垣 島宮良川 、9Sep.)

得 ら れた個体 は、胸 鰭軟 条数 が19、 他 の国産 の

カワ アナ ゴ属 魚類 とは異 な り、眼下 の横 列孔 器列

を持 た ない とい う形 質(図4)か ら、 カワ アナ ゴ

属魚類 には当ては ま らず、HuangandChen(2008)

を参 考 にB襯 α肋 幻7勿o醜 ∫で ある と推定 した9)。

本 種 はス リラ ンカか らフィジー まで の熱帯 域 に

分布 してお り、最大40cmに な る大型 の カ ワアナ

ゴ科 魚類 で ある17)。 両 側 回遊 性 の生活 史 を持 つ た

め、 河川 の改修 や周 辺 の 開発 に よって影 響 をうけ

て い る と考 え られ るが、 国内 にお け る生 息情 報 は

不足 してい る17)。

磁○◎ 駅
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声 ～

漏
図4.カ ワアナゴ科の1種 の頭部孔器列
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ハ ゼ 科Gobiidae

12.ミ ナ ミ トビハゼPe吻 ρん肋a〃ηusa4geη 伽ea紺s

(VaIenciennes,1837)

(KUN-P43768:西 表 島ホ ネラ川 、6Sep.)

13.ノ ボ リハゼ0'4go'eρ'sacaη 加eη η's

(VaIenciennes,1837)

(KUN-P43769:西 表 島ホネ ラ川 、6Sep,)

14.ヒ ナハ ゼ 月e畝gて)b'μsb次o傾 ηαs(Herre,1927)

(KUN-P43770:西 表 島 ホ ネ ラ 川 、6Sep.;

KUN-P43771:西 表 島 相 良 川 、6Sep.;KUN-P

43772:西 表 島仲 間川、6Sep.)

15.ナ ミハゼ 配㎎ 〃bgob'uscん μ'ae(Smith,1932)

(KUN-P43773:西 表 島ホネ ラ川 、6Sep.)

16.ゴ ク ラクハゼ 月勧ogob'us9厩 ηus(Ru廿er,

1897)

(KUN-P43774:西 表 島仲 間川、6Sep.;KUN-

P43775:石 垣 島宮 良川、9Sep.)

17.ク ロ ヨシノボ リ 月勧ogob'αsbπ1η ηeus

(TemminckandSchlegel,1845)

(KUN-P43776:石 垣 島 親 水 公 園、8Sep.;

KUN-P43777:石 垣 島宮 良川、9Sep.)

18.ナ ガ ノゴ リ7万deη ε4ge'kακ)ノwaeJordanand

Tanaka,1927

(KUN-P43778:西 表 島相 良川、6Sep.)

本 調 査 において5目9科18種 の 陸水 性魚類 が確

認 された。 この18種 を後 藤(1987)の 生 活環 か ら

み た グルー プ分 けに対応 させ る と18)、 純 淡水 魚 は

外 来種 の カダヤ シ、 ナ イルテ ィラ ピアを除 くとフ

ナ属 の1種 のみで、他 の15種 は通 し回遊魚 お よび

周縁性 淡水魚 であ った。 この結果 は、安 間(2001)

な どが言 及 して い る純 淡水 魚 が少 な く、回遊 性魚、

類が多 くなる とい う結果 と一致 した19)。

井 口 ら(2003)は 、 西表 島 にお い て水 田用水 路

を調 査 し、24種 の 陸水 性 魚 類 を確 認 して い る6)。

しか し、本 調査 で は、 石垣 島で3目5科7種 、西

表 島で4目7科14種 の 魚 類 が採 集 された の みで、

井 口 ら(2003)よ り確 認 された魚種 が少 ない 結果

となった。この理由 としては、水 田の圃場整備に

よる生息環境の悪化が深刻 な影響を与えていると

考えられた。

本調査 において、 もっとも多 くの地点 において

確認 された種 は外来種のカダヤシであった。本種

は卵胎生の繁殖様式 を持つため、圃場整備による

3面 コンクリー ト化 によって在来種が繁殖 できな

くなって も、個体数を増やす ことがで きる。さら

に、本種 は水質汚染など環境悪化に強 く止水環境

を好むため、圃場整備 による排水路の湛水化や肥

料の大量施肥 などの影響を受けて も個体数 を増加

させ ることがで きると考え られる。今回、調査 し

た水 田地帯は、ほとんど圃場整備 されていた。圃

場整備は、在来種の消失 とともに特定の外来種 を

増加 させ る場合があ り、実際に西表島では圃場整

備の影響 を受け、ギンブナの個体群が絶滅 し20)現

在のようなカダヤシが優占する環境 となっている。

こ の よ う な 現 象 は 生 物 学 的 均 一 化(Biotic

Homogenization)と 呼ばれ、生物多様性喪失の典

型例 と言われている21躍3)。生物学的均一化の主な

原因は、環境の単純化、均一化 させて しまう都市

化であると考 えられている24)。水田の圃場整備 も

都市化 と同じく、水田環境 を全 国一律、均等化 さ

せて しまうことか ら、生物学的均一化 を招 く大 き

な原因であ り、生物多様性保全 を行 なう上で大 き

な問題 となる。特 に、入重山諸島のように固有種

が多 く、陸水域が狭 い島嚥 ならなお さらである。

以上か ら、原生自然下では水 田における圃場整備

は極力避けなければならないと考えられる。また、

すでに圃場整備が行 なわれた地点で は、3面 コン

クリー トの撤去、外来種 の駆除、水系ネッ トワー

クや魚類学的水循環の復元 に努めなければな らな

い ○

一方、本調査では レッドリス ト記載種 として、

環境省版 に記載 されてい るナガ レフウライボ ラ

(絶滅危惧IB類)、 カワアナゴ科の1種(情 報不

足)の2種 が確認 された14)。特 にカワアナゴ科の

1種 は、国内 における分布が近年になって知 られ

た稀種である。これ ら希少種の生息現況 を把握す

るため、引 き続 き魚類相調査 を行ない、基礎情報

を蓄積する必要がある。

鳥類

今回の調査で9目22科41種 の鳥類 を記録 した。

西表島では8目21科38種 を(付 表2)、 石垣島で
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は5目7科12種 を そ れ ぞ れ 記 録 した(付 表3)。

本 調 査 で記録 され た種 の うち、ズ グ ロ ミゾ ゴ イ、

チ ュ ウサ ギ、 リュ ウキ ュ ウ ツ ミ、 カ ンム リワ シ、

タカ ブシ ギ、セ イ タカ シギ の6種 が 環境 省版 レ ッ

ドリス トに選 定 され てい る18)。 こ の うち、 カ ンム

リワシは国指定 の特別 天然記念物 に もなって いる。

下 記 に本 調 査 で記 録 した種 を示 す。 環 境 省 版

レ ッ ドリス トに記 載 され てい る種 につ いて は学名

の後 に ランク を示 した。O内 は記録 した月 日、記

録 場 所、個 体 数 の順 で表 した。 また、任 意 で記録

した種 につ い て は"*"で 示 した。 なお、 鳥類 の

種 の配 列 と和 名、 学 名 は"Check-listofJapanese

Birds"に 従 った25)。

本 調査 で記 録 され た種 の写真 の一 部 を図版 で示

した。撮 影者 は次 の ようにO内 に略号で示 した。

鈴木賀与(KS)、 桑 原 崇(TK)。

コ ウノ トリ 目Ciconiiformes

サ ギ 科Ardeidae

1.ズ グ ロ ミゾゴイGolsac物sme伯 ηo'oρ佃s

(Raffles,1822)

絶 滅 危惧 皿類

(IX-7西 表 島船 浦1)

2.ゴ イ サギAウcfた01axη γcfた01ax(Linnaeus,1758)

(IX-8西 表 島浦内川1)*

3.サ サ ゴイB瞭 加dess切a如s(Linnaeus,1758)

(IX-6西 表 島ホ ネラ川 河 口1)

4ダ イ サギ 即e甜a副ba(Linnaeus,1758)

(IX-6西 表 島相 良川 周 辺2)(IX-9石 垣 島

宮良川1)

5.チ ュ ウサギ 帥eπa'η2e〃 ηe(泊(Wagler,1829)

準 絶 滅危惧

(D(-6西 表 島相 良川周 辺10)(IX-7西 表 島

白浜3)

6.コ サ ギ 助eπaga尼eπa(Linnaeus,1766)

(IX-6西 表 島相 良川 周 辺9)(IX-8石 垣 島

南 風川1)

7.ク ロ サギ 即e舶saαa(Gmelin,1789)(図 版3

-A)

(IX-5西 表 島浦 内1)(IX-6西 表 島船 浦

1)(D(-7西 表 島船 浦1)(IX-8石 垣 島川平

2)

本 種 は黒色 型 と白色 型 の2型 が 知 られ てお り、

本調査 で は どち ら も観 察 され た。

8.ム ラサキサ ギ ハrdeaρ μπ)μ給aLinnaeus,1766

(IX-6西 表 島相 良川 周辺1)(IX-6西 表 島ホ

ネラ川 河 口4)(D(-8石 垣 島 白保1)

カ モ 目Anseriformes

カ モ 科Anatidae

9.カ ル ガ モAηasρoec〃o酌yηc力aForster,1781

(IX-8石 垣 島 白保35)(IX-8石 垣 島南 風川

21)

タ カ 目Falconiformes

タ カ 科Accipitridae

10.リ ュ ウキュ ウツ ミAcc永)ノ 古ergu'a〃s'wasa六 〃

Mishima,1962(図 版3-B)

絶 滅 危惧IB類

(IX-7西 表 島白浜1)

11.カ ン ム リワシSρ 〃omなcんee'aρe厚)'exαs

Swann,1922(図 版3-C)

絶 滅 危惧IA類 国 指定特別 天然記 念物

(IX-5西 表 島船 浦1)(IX-6西 表 島南風 見

田1)(IX-7西 表 島船 浦1)(IX-7西 表 島

白浜2)(IX-8西 表 島船浦1)

本 種 は、 イ ン ドか ら中 国南 部、 イ ン ドシナ半 島、

マ レー半 島、ス リラ ンカ、 ジ ャワ、台 湾、八 重 山

諸 島 な どの ア ジア大 陸南部 とその周 辺 の島 々 に分

布 し、21亜 種 に分 け られ る。本亜種 は分布 の北 限

にあた る八重 山諸 島 に生息 す る 日本 固有 の亜 種 で

あ る13)。
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ツ ル 目Gruiformes

ク イ ナ科Rallidae

12.シ ロ ハラクイナ ハmaαmm灼 ρ力oeη'cα御s

(Pennant,1769)

(IX-5西 表 島船 浦3)(IX-6西 表 島仲 間川

左 岸)*(IX-7西 表 島船 浦2)

13.バ ンGallinulachloropus(Linnaeus,1758)

(IX-8石 垣 島南風 川1)

チ ドリ 目Charadriiformes

チ ド リ科Charadriidae

14.イ カ ルチ ドリCわa旧dA1μsρ'ac'dαsJ.E.&

G.R.Gray,1863

(取 一6西 表 島船 浦1)(D(-6西 表 島相 良川

周辺3)

シ ギ科Scolopacidae

15.ヒ バ リシギCa〃dおsαbmノ 加 抱(Middendor肝,

1851)(図 版3-D)

(D(-6西 表 島相 良川周 辺2)

16.ア オ アシシギ7〃 ηgaηe加 廊a(Gunnerus,

1767)

(IX-7西 表 島白浜1)

17.タ カ ブシギ7〃 ηgag伽eo'aLinnaeus,1758

絶 滅 危惧 皿類

(IX-6西 表 島相 良川周辺2)

18.キ ア シシギHeお κ)sce'usble吻)es(Vielliot,

1816)

(IX-6西 表 島船 浦1)(IX-6西 表 島相 良川

周辺9)(D(-8石 垣 島 ア ンパ ル1)

19.イ ソ シギAcが お わンpo'eαcos(Linnaeus,1758)

(IX-8石 垣 島 ア ンパ ル1)(IX-9石 垣 島宮

良川1)

20.チ ュ ウシ ャク シギ ～αmeη 如sρんaeoρus

(Linnaeus,1758)(図 版3-E)

(IX-6西 表 島船浦1)(IX-9石 垣 島宮良川1)

セ イ タ カ シ ギ科Recurvirostridae

21.セ イ タカ シギH'ma煎)ρus力'maη めραs

(Linnaeus,1758)

絶 滅 危惧 皿類

(IX-6西 表 島相 良川周 辺1)

ハ ト目Columbiformes

ハ ト科Columbidae

22.ベ ニバ トS掬 ρホoρe胎 飴 ηqαeba〃ca

(Hermann,1804)(図 版3-F)

(IX-6西 表 島相 良川周 辺1)

23.リ ュ ウキ ュウキジバ トS祀 ρ加ρe原ao挿eη 抱〃S

s伽 ρsoη'(Stejneger,1887)

(IX-6西 表 島船 浦18)(IX-6西 表 島南風見

田1)(D(-6西 表 島仲 間川左 岸)*(IX-7西 表

島船 浦5)(IX-8西 表 島船浦1)(IX-8西 表

島浦 内川)*

24チ ュ ウダ イズア カアオバ ト 疎)んeηα川s

1窃mosaemedbx'mus(Bangs,1901)(図 版4-G)

(D(-5西 表 島船 浦1)(IX-6西 表 島南風 見

田1)(1X-7西 表 島船浦2)

フ ク ロ ウ 目Strigiformes

フ ク ロ ウ科Strigidae

25.リ ュ ウキ ュウコノハ ズク0如se'egaηs

(Cassin,1852)

(IX-4西 表 島船浦1)(IX-7西 表 島船 浦1)

(IX-8西 表 島浦 内川)*

26.リ ュ ウキュウア オバ ズ ク 酬mxscσ 勧a拾

ホαogoMomiyama,1931

(IX-4西 表 島船 浦1)(IX-7西 表 島船 浦1)

ブ ツボ ウ ソ ウ 目Coraciiformes

カ ワ セ ミ科Alcedinidae

27.リ ュ ウキ ュウア カシ ョウ ビンHa'cγoη

coπ)maηG侮baηgs'(Oberholser,1915)

(D(-5西 表 島船 浦2)(IX-6西 表 島船 浦

2)(D(-7西 表 島船 浦1)(IX-7西 表 島 白浜



1)(D(-8西 表 島浦 内川)*

ス ズ メ 目Passeriformes

ツ バ メ禾斗Hirundinidae

28.ツ バ メHれ1ηdoπ1s翻caLinnaeus,1758

(IX-6西 表 島相良 川周辺4)(IX-6西 表 島

ホ ネラ川河 口2)

29.リ ュ ウキ ュウツバ メH'川 ηdo拾17栩caGmelin,

1789(図 版4-H)

(IX-6西 表 島船 浦3)(IX-6西 表 島相 良川

周 辺1)(D(-8西 表 島船 浦6)(D(-8石 垣 島

南 風川2)

セ キ レイ科Motacillidae

30.ツ メ ナガセキ レイMoねc〃 伯 〃avaLinnaeus,

1758(図 版4-1)

(IX-6西 表 島相 良川 周 辺8)(IX-7西 表 島

船浦2)(IX-7西 表 島 白浜1)(D(-9石 垣 島

宮良川2)

今 回の調査 で はマ ミジ ロッメナ ガセキ レイM∫

∫珈 〃珈 α と、 ッメナガセ キ レイM∫ 如勿侃 αの2

亜 種 と思 わ れ る もの を確認 したが、 幼鳥 におけ る

野外 識 別 は困難 で あ る9)た め、本 報 で は ま とめ て

記載す る。

31.キ セ キ レイ 卿o抱c〃拍c面e燈aTunstall,1771

(IX-6西 表 島相 良川周 辺1)

サ ン シ ョ ウ クイ科Campephagidae

32.リ ュ ウキ ュウサ ンシ ョウクイPe〃cmco伽s

切va〃caホμsホeg∫maeStejneger,1887(図 版4-J)

(IX-5西 表 島船 浦1)(IX-6西 表 島相 良川

周 辺1)(IX-7西 表 島船浦2)(IX-8西 表 島浦

内川)*

ヒ ヨ ド リ科Pycnonotidae

33.イ シ ガキ ヒヨ ドリ 吻 ρs㌍eホesamaαmお

s勘 ηege〃Hartert,1907

(IX-5西 表 島船浦3)(IX-6西 表 島船浦1)

(IX-6西 表 島南 風 見 田2)(IX-7西 表 島 船浦

4)(D(-8西 表 島船 浦1)(D(-8西 表 島浦 内

川)*

モ ズ科Laniidae

34.シ マ アカモズLaη'usc原s繍us'μc'oηeηsな

Linnaeus,1766(図 版4-K)

(IX-7西 表 島船浦1)

ツ グ ミ科Turdidae

35.イ ソ ヒヨ ドリ ル40ηがco'aso〃 拾〃es(Linnaeus,

1758)

(IX-7西 表 島船浦1)

ウ グ イ ス科Sylviidae

36.セ ッカC∫Sがco傾 ルηddes(Rafinesque,1810)

(R-6西 表 島ホ ネラ川 河 口1)

ヒ タ キ科Muscicapidae

37.リ ュ ウキ ュウキビタキFlcedα 侮 ηaκ}'ss'ηa

owsホoηノ(Bangs,1901)

(1X-6西 表 島南風見 田2)

カ サ サ ギ ヒ タキ科Monarchidae

38.リ ュ ウキ ュウサ ンコウチ ョウ7砺psわ 力oηe

a加ocaμ(】白抱 〃e9(Bangs,1901

(IX-6西 表 島仲 間川左 岸2)*

シ ジ ュ ウカ ラ科Paridae

39.イ シ ガキシジ ュウカラPaπ 」sm勧orη 劇 わ応

Hellmayr,1900

(IX-5西 表 島船 浦1)(IX-6西 表 島船 浦

1)(IX-6西 表 島南風 見 田2)(IX-7西 表 島船

浦2)(IX-8西 表 島浦内川)*

メ ジ ロ科Zosteropidae

40.リ ュ ウキ ュウメジロZosホemρslaρoη'cus

'oocんooeηs灼Tristram,1889

(IX-5西 表 島船 浦4)(IX-6西 表 島船 浦
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3)(D(-6西 表島南風見田1)(D(-7西 表島船

浦4)(IX-8西 表島浦内川)*

カ ラス科Corvidae

41.オ サハシブ トガラスCor四smaαo酌yηcんos

osa'Ogawa,1905

(IX-5西 表島船浦2)(IX-6西 表島船浦

1)(IX-6西 表島南風見田2)(IX-6西 表島相

良川周 辺2)(IX-6西 表 島ホ ネラ川 河 口2)

(IX-6仲 間川左岸)*(IX-7西 表島船浦2)

(IX-8西 表島浦内川)*(IX-8石 垣島川平1)

本調査 で9目22科41種 の鳥類 を記録す ること

ができた。この時期 は鳥類 にとって渡 りの時期に

あた り、イシガキシジュウカラや リュウキュウメ

ジロといった留鳥だけでな く、 リュウキュウアカ

ショウビンや リュウキュウサ ンコウチ ョウといっ

た夏鳥、シギ類や ッメナガセキレイといった旅鳥

または冬鳥など25)、生息区分の異なる鳥類が混在

しているため、多 くの鳥類が記録 されたと考 えら

れる。

その中で も、西表島の相良川周辺 において最 も

多 くの個体数が記録 された。本調査 を行 なった時

期は稲作の二期作 目の田植 え直後であ り、水 田に

水 を張っていた状態であった。このことか ら、サ

ギ類やシギ類 といった水辺 を好 む多 くの種が採餌

場所 として利用 していたと考え られる。特に今 回

観察 された タカブシギは干潟 よりも水田を主 な生

息地 とし11)、2012年8月 に環境省 より公表 された

第4次 レッ ドリス トにおいて新たに絶滅危惧1類

として選定された13)。これには陸水性魚類の項 目

で も提起 した圃場整備 による水 田環境の悪化が関

係 していると考え られる。近年、水田環境の悪化

により多 くの水生生物が姿 を消 しているが、それ

を餌 とす る生物 もまた姿を消 しつつあることを理

解 しなければならない。水田は陸域 と水域 とが接

し合 う移行帯であ り、生物多様性 において重要な

景観の一つである。 このことから、水 田にお ける

生物の保全対策は急務であると思われる。

また、チュウダイズ アカアオバ トやイシガキ ヒ

ヨ ドリといった八重山諸島固有亜種や、ズグロミ

ゾゴイやカンム リワシといった日本では八重 山諸

島にのみ留鳥 として分布 している種 も多 く観察 さ

れた。特にカンムリワシは八重山諸島が分布の北

限であ り19)、八重山諸島を代表す る鳥類 の一つで

ある。カンムリワシの生息 を可能に したのも、西

表島や石垣島は他の島 と比べて森林面積が広 く、

マ ングローブ林の広が る河 口域がみ られる自然度

の高い地域であるか らといえる26)。しか し、調査

の移動中など所々で道路工事などの公共工事 をし

ているのが見受け られた。本調査地は固有生物の

多い島喚特有の環境であるため、生物に配慮 され

た工事 となるよう望 まれる。 また、石垣島で定着

していた特定外来生物であるオオヒキガエルB蜘

規α珈 〃∫が西表島で も相次いで発見 されるように

な り、捕食による在来種 の減少や競合に伴 う類似

した生態的地位にある在来種の減少、毒 による上

位捕食者への影響が想定 されている。鳥類に とっ

てはカンムリワシやサギ類 などの高次消費者が捕

食す る可能性が示唆されているため27)、早急 な対

策が必要である。

総合考察

今回の調査では、タイワンヤツボシハ ンミョウ、

ス ク ミリ ンゴガイ.Po規α66α6侃α傭認α彪、カダヤ

シ、ナイルティラピア、オオヒキガエルの5種 の

外来生物がみ られた。特に、オオ ヒキガエル とカ

ダヤシの2種 は、環境省の特定外来生物 に指定 さ

れているだけではな くIUCNの 「世界の侵略的外

来種 ワース ト100」 および 日本生態学会の 「日本

の侵略的外来種 ワース ト100」 に も選定 されてお

り、 侵 略 性 が 高 い外 来 生 物 で あ る28)。細 谷

(2007)に よると、外来生物は生態的影響、遺伝的

影響、病原的影響、未知の影響 とい う4つ の危険

性を内在するとされている22)。

生態的影響 は食害や種問競争 であ り、実際に沖

縄本島の大城 ダムでは、在来種のメダカ、ギ ンブ

ナがオオクチバスル翫7ρ飽7螂3α 伽o認6sの 食害に

よ り見 られな くなった。 また、幸地(1980)に よ

ると、カダヤシが増加 した水域ではメダカの激減

が確認 されている16)。カダヤシとメダカは、生息

環境や利用する資源が類似 しているため、種間競

争によってメダカが淘汰 されて しまったのではな

いか と考 えられる。遺伝 的影響 は遺伝子汚染、雑

種不稔などが挙げ られる。琉球列島の フナには在

来の琉球系統 と移殖系統である 日本主列島、台湾、

中国系統が存在 し、在来系統は日本主列島や大陸

系統 とは異なる遺伝子 を持つ ことが明 らかになっ
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ている15)。現在、遺伝子汚染などは確認 されてい

ないが、今後発生 しない ように研究 を継続す るこ

とが望 まれる。病原的影響 は寄生虫、病原菌の持

ち込みが挙げ られる。現在、八重山諸島において

確認 されていないが、外来の病原菌はアユの冷水

病など在来種 に深刻な被害 をもた らす感染症 を発

生させる可能性があるため今後 も引 き続 き調査が

必要である。未知の影響は、移殖先 にお ける予測

不能 な影響 で外来生物が もた らす最大の脅威であ

る22)。前述のオオヒキガエル、カダヤシはそれぞ

れ害虫駆除、ハマ ダラカ駆除を目的に移殖 されて

お り、在来種への影響は想定 されていなかった と

考えられる。 しか し、オオヒキガエルは在 来の小

動物 に対する食害、カダヤシはメダカとの種問競

争による淘汰などが報告 されてお り、八重山諸島

の在来生態系に対する脅威 となっている。

この ように外来生物 は、在来生態系 に様々な影

響 を与えることが示唆されているため、外 来種に

対す る対策を講 じることは八重 山諸島の生物多様

性 を保全するため に重要 な課題 であるといえる。

よって本諸島において以下3点 を対策 として実施

する必要があると考 えられる。第1の 対策は、観

光客等 の靴 裏の洗浄 である。今井(2005)で は、

外部寄生虫や植物種子 はヒトの体表や着衣に付着

してお り、それが無意識的に持ち込 まれて しまう

可能性があるとしている29)。実際に小笠原諸島で

は、上陸時に観光客 の靴裏 を泥落 としマッ トや塩

水 マッ トによって洗浄 している。沖縄諸島への入

域 観光客 数 は2011年 度 で552万8000人 であ り、

様 々な国と地域から外来植物の種子 などが靴裏を

通 じて侵入 していると考 えられる。よって、外来

生物の侵入を水際で食い止めるため、空港やフェ

リー乗 り場 などに足裏の洗浄マッ トを設置す るこ

と提唱 したい。第2の 対策は地域住民への啓発で

ある。在来生態系の保全のためには在来種が生息

しやすい環境 を整備することが必要であ り、地域

住 民の理解が欠かせ ない。愛媛県の五十崎で は、

地域 を流れる小 田川に護岸工事 を行 なう計画が持

ち上がっていたが、住民の運動 によ りコンクリー

ト張 りの護岸か ら玉石護岸 に変更 されている。小

田川では、まちづ くりと一体 となった川づ くりが

進んでお り、人間と自然 との共生が 目指 されてい

る30)。第3の 対策は、侵入 した外来生物 を駆除す

ることである。小畑(2006)で は、宮城県伊豆沼

においてオオクチバスを駆除す ることで在来種の

漁獲 量 が 増加 す る こ とを示 唆 してい る31)。 直 接 、

外 来種 を駆 除す る こ とで在 来生 態系 へ の影響 を確

実 に取 り除 くこ とが で きる と考 え られ る。 以上3

点 の対 策 に加 えて、 産 ・官 ・学 が一体 となって保

護 を推進 し、 地域住 民 を巻 き込 ん だ運動 に発 展 さ

せ る こ とで、 国有財 産 で あ る八 重 山諸 島の保 護 が

達成 され る と考 えられる。
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図版2.2011年9月 に記録された陸水性魚類
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図版3.2011年9月 に記録 された鳥類
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図版4.2011年9月 に記録された鳥類
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付表1.2011年9月 に八重山諸島で記録された陸水性魚類

圃 場 整 備 田 未 整 備 田
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外来種 翻 繍 鵬 た
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付 表2.西 表 島 で 記 録 し た 鳥 類
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ヒヨドリ イシガキ ヒヨドリHypsipetesamaurotisstejnegeri31412110*証

モ ズ シマ アカモズLaniuscristatuslucionensis11懸

ツ グミ イソヒヨドリMonlicolasolitaries11

ウグイス セッカC競'co1α ル ηc'4θ311

ヒタキ リュウキ ュウキ ビタキFicedulanarcissinaowstoni22

カサ サ ギヒタキ リュウキ ュウサ ンコウチョウTerpsiphoneatrocaudataillex2*

シ ジュウ カラ イシガキ シジュウカラParusmajornigrilaris112260*

メジロ リュウキ ュウメジ ロZosteropsjaponzcusloochooensis4341120*

カラス オサ ハ シブトガラスCorvusmacrorhynchososai212222110*○*

希重数29111651816563649

個 体 数 「2「18F33「32「10「1「12「57「10「9184-一

*:魚 類 班 が 調査 を行 った 際 に 目撃 した任 意 で の記 録

N
o
刈



N

付表3.石 垣島で記録された鳥類

目 科 和名 学名 灘 論 鑑 認 錨 レ鶉岩 合計 鐸
コウノトリ サギ ダイサギEgrettaalba11・

コサギEgrettagarzetta11馨

クロサギEgrettasacra22}E

ムラサキサギArdeapurpurea11毒

カモ カ モ カ ル ガ モAnaspoecilorhyncha352156汁

ノくン(:Yra〃inulachloropus11●n

チドリ シギ キアシシギHeteroscelusbrevipes11ヤ

鐡 クシギ 繍翻 朧1{ll
スズメ ツバメ リュウキュウツバメHirundotahitica22幽

セキレイ ツメナガセキレイMotacillafZava22画

カラス オサハシブトガラスCorvus〃uzcrorhynchososai11謡

種 数2242412沫

個 イ本数336252571畏


